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度はmK単位 )となる｡ 実験値はこの線より傾きが小さいのであるから, 強磁性的な
Jの値をとらなければならない｡
この為に,現在までに種々のモデ/レが提案されているが,理論的にも問題があり,又
実験とも一致 しないo我々は,これらのモデルの中で,Hetherington and wilard2)と
McmahanandWilkins3) によって提案された4粒子交換まで考慮 した ノ､ミル トニアンを
とり,その交換積分の値をパラメーターとして分子場近似で,どの様な磁気秩序相が生






LU = 12Jl∑SiS了 2J2 n君,nSiS1nln
1 4a=Ep,FKα (i,JR ,Z)I(SiSJ)(SkS z )+ (SjSk )(SiSL )
- (siSk)(SiSz)I
をとる｡ ここでJlは最隣接スピンの交換相互作用定数で,符号は負にとるo J2 は,
nextnearestneighbourスピン間の exchangecouplingconstantである｡ Ka は互いに最
隣接の4粒子による4体の交換相互作用定数で,Pは4粒子が-平面上に,Fは-辛
面にないものを表わすoJlの絶対値 と他の交換相互作用定数との比をパラメーターに
とり,この後小文字で表わす｡温度 Tも IJ.Iを単位 とする｡
この/､ミル トニアンをもつ系の絶対零度での様子を調べるために,スピンをclassical
numberとしてroursublatticeの範囲内でスピンエネルギーを最小にする配置を求めた｡
結果は,パラメーター (j2,kp,kF)の値によって,通常の反強磁性相 (A･F･) 弱強
磁性相 (W.F.)S.C.A.F.Ilと,S｡C｡A.F.⊥ の4相に分れる｡ W.F.相ではbody
とcornerのスピンが cos♂=
3 ( kp+転 )
によって決まる角度 CをなすoS.C.A.F.で













--与 tanhrLyl 定よ-ATSe汀ICOnSistentに決められるO- を決めるSelf-COnSistentな
式をとくと,すべての相でパラメーターのある領域で,m はTの函数として二価 にな





















以上の様々な状況を考慮すると, J2,kF,kp空間での相図がえられるo kp- kF




(6)PT WFT SCAFL (8) P甘JW T WFT SCAFl
(10)p-i-AFT SCAFl (ll) P甘SCAFL
(12)P甘SCAFli







名大理 田 村 幾 夫
固体HC3のbcc相における核スピンの秩序状態の議論で,磁気異方性は普通′トさいも
のとして考慮されていないが,もしこれを老えに入れるとどんなことが期待されるだろ
うか｡
bcc相のHC3の磁気異方性の特徴 ま,立方対称の結晶構造とスピンS-与 というこ
とである｡一般に異方性の起源としては次のようなものがあるlJ
(1)まわりの結晶場の影響による1原子的な異方性 :これは立方対称の場合,aを
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